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農 林 金 融 　 第 78 巻 　 総 目 次
（2025年１～12月）

〈2025年テーマ〉
１月号　2025年経済・金融と日本農業の展望
２月号　サステナビリティの多様な論点
３月号　持続性から見た農政と金融
４月号　持続的な畜産および花きの内外動向
５月号　農山漁村の課題解決のために
６月号　ドイツにみる有機食品市場拡大の課題
７月号　厳しさ増す日本の肥料自給体制
８月号　中国の農地取引の最新動向
９月号　森林組合経営と木材利用意識の動向
10月号　農業の生産性と気候変動適応
11月号　日本と中国の金融政策
12月号　社会・環境課題に対応する海外の事例

〈今月の窓〉
１月号　民主主義の危機と協同組合の役割発揮
　　　　 （代表取締役専務　福田　仁）
２月号　希望は残った （常務執行役員　小畑秀樹）
３月号　30年前の警鐘 （常務取締役　内田多喜生）
４月号　米国に近づきそうなEUの農業環境対策 （理事研究員　平澤明彦）
５月号　野菜の価格高騰と出荷規格
 （リサーチ＆ソリューション第１部長　尾高恵美）
６月号　持続可能な農林水産業を考える （主席研究員　藤島義之）
７月号　当たり前なことは何もない （常務取締役　小畑秀樹）
８月号　日本農地の制約条件 （特別理事研究員　内田多喜生）
９月号　ケニアで垣間見えた協同組合の広がり
 （リサーチ＆ソリューション第２部長　長谷川晃生）
10月号　本来の「秋」を取り戻そう （理事研究員　波多信宏）
11月号　大阪・関西万博、「あんぱん」で気付く利他の精神
 （理事研究員　南　武志）
12月号　気候変動と経済格差 （特別理事研究員　内田多喜生）

Ⅰ　論　調　　Ⅱ　情　勢　　Ⅲ　外国事情
Ⅳ　談話室　　Ⅴ　本　棚
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Ⅰ　論　　調

月号　頁

2025年の国内経済金融の展望

　――トランプ2.0に身構える世界経済―― ………………………………… 南　武志…１ （２）

食料・農業・農村基本法の改正と基本計画策定に向けた論点

　――食料安全保障の確保を中心に―― …………………………………… 小針美和…１ （15）

転換点を迎えるオランダ企業のサステナビリティ戦略 ………………… 安武　篤…２ （２）

静かに広がるネイチャーポジティブ

　――TNFD開示で進むステークホルダー連携と水産業にかかる考察―― 岡添巨一…２ （18）

総合農協の成長と配当政策

　――サステナブル成長率を用いた分析―― …………………………… 高山航希…２ （32）

EU環境戦略の農業関連分野における成果と調整 ………………………… 平澤明彦…３ （２）

JAバンクにおけるESG地域金融 ………………………………………… 重頭ユカリ…３ （34）

中国の畜産分野の温暖化対策

　――進化するGHG排除削減策―― ………………………… 阮　蔚（Ruan Wei）…４ （２）

持続的な花き生産に向けて

　――国際環境認証MPS-ABCを取得した鉢もの類生産者の事例から―― … 石塚修敬…４ （17）

農泊地域の地域おこし協力隊の役割と定着に関する考察

　――岐阜県中津川市加子母地区と宮城県栗原市の事例から―― ………… 佐藤彩生…５ （２）

漁協における学校向け漁業体験・教育の現状と実現にあたっての４つの関門

　　　　　 …………………………………………………………………… 尾中謙治…５ （22）

有機食品市場における量販店の役割

　――ドイツの事例から―― ……………………………… 山本裕二・河原林孝由基…６ （２）

漁業・漁村体験が高校生に与える教育的効果および心理的影響

　――三重県仁木島スタディツアーに参加した高校生を対象として―― … 尾中謙治…６ （16）

日本における窒素肥料原料の需給構造の長期的推移 …………………… 小針美和…７ （２）

EUにおける肉用鶏のアニマルウェルフェア対応の状況

　――スローグローイング鶏種への移行に着目して―― ………………… 片田百合子…７ （15）

中国の耕地流動化の進捗状況と特徴

　――「市場化」の進展とそのインパクト―― …… 王　雷軒（Wang Leixuan）…８ （２）
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月号　頁

農地貸借に関与する組織の日中比較と取引形態に関する考察

　　　　　 ……………………………………… 信州大学農学部 准教授　若林剛志…８ （16）

木材利用促進に向けた意識構造とその変容に関する考察

　――2022～2024年全国調査に基づく因子分析と政策的含意―― ………… 土居拓務…９ （２）

日本における農業の長期経済統計と全要素生産性

　――1963～2011年度―― …………………………………………………… 高山航希…10 （２）

気候変動適応を支えるデータ駆動型農業

　――日本での普及に向けた展望―― ……………………………………… 宮田夏希…10 （17）

足元のインフレ下でも続く、緩やかなデフレ要因

　――自然利子率と金融政策を中心に―― ………………………………… 佐古佳史…11 （２）

重点領域への信用供与を促進する中国人民銀行の構造的金融政策の手段

　――政策手段の運用状況と有効性に関する議論を中心に――

　　　　　 …………………………………………… 王　雷軒（Wang Leixuan）…11 （13）

フランスの個人向けマイクロクレジット

　――2020年以降の動向を中心に―― …………………………………… 重頭ユカリ…12 （２）

米国酪農における環境負荷軽減の取組み ………………………………… 小田志保…12 （13）
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月号　頁

Ⅱ　情　　勢

苦境が続く農業経営

　――資材高止まりに需要不安が下押し―― ……………………………… 山本裕二…１ （34）

2024年の家計の金融資産と負債から見る金融機関の今後の役割について

　　　　　 …………………………………………………………………… 矢作知生…１ （41）

健康食品市場の半世紀 ……………………………………………………… 古江晋也…４ （32）

家計調査からみる外食の寿司への支出額の動向 ……………………… 田口さつき…５ （36）

環境変化とフランスの農業・農政

　――オーガニックとテロワールとテリトワール―― …………………… 内田多喜生…６ （29）

家計における調味料の消費動向の推移 …………………………………… 古江晋也…８ （34）

森林組合におけるJ-クレジットと原木の安定供給に関する取組み動向

　――第37回森林組合アンケート調査結果から―― ………………………… 安藤範親…９ （20）

農業を支える外国人の増加と地域人口の構成変化
　――茨木県の２自治体（野菜生産額全国トップの鹿行・鉾田市：はくさい生産量全国

　　　トップの県西・八千代町）にみる外国人労働力の重み――

　　　　　 ……………………………………………… 早稲田大学 名誉教授　堀口健治…10 （33）

家計における酒類の消費動向の推移 ……………………………………… 古江晋也…11 （26）

Ⅲ　外国事情

ドイツの「地域価値イニシアティブ」運動

　――新自由主義グローバリズムへの地域からの対抗――

　　　　　 ……………………………………………………………… 河原林孝由基…12 （29）
　　　　　 九州大学 名誉教授　村田　武
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月号　頁

Ⅳ　談 話 室

アナス・ホリビリスから国際協同組合年へ

　　　　　 ………………………………… （株）農林中金総合研究所 理事長　皆川芳嗣…１ （48）

自然分野の今後の課題

　　　　　 ……………………… 農林中央金庫 エグゼクティブ・アドバイザー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TNFDタスクフォース・メンバー　秀島弘高…２ （42）

更新するということ ………………（株）農林中金総合研究所 代表取締役社長　高　義行…３ （52）

花の消費の新しい動き ……………… 株式会社大田花き花の生活研究所 所長　桐生　進…４ （44）

自然地域における保護と利用のための取組み

　　　　　 …………………………東京都立大学都市環境学部観光科学科 助教　小堀貴子…５ （48）

フランスよ、君はまだ農民を必要としているか？

　　　　　 …………… 法政大学イノベーション・マネージメント研究センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客員研究員　須田文明…６ （42）

２度の肥料高騰に学ぶ ………………… 一般財団法人肥料経済研究所 理事長　春日健二…７ （32）

中国の農村土地制度

　――農民の権利保護と経営効率化、持続的な発展のはざまで――

　　　　　 ………………………………………… 立命館大学経済学部 教授　高屋和子…８ （48）

経済波及効果に親しみを込めて

　　　　　 ……………………… 森林総合研究所 林業システム研究室 研究員　森井拓哉…９ （28）

「異常」にレジリエントな社会に向けて

　――コメをめぐる常識の再点検―― ……………… 拓殖大学政経学部 教授　高橋大輔…10 （44）

「ベストプラクティス」の功罪

　　　　　 …………（株）農林中金総合研究所 前エグゼクティブ・アドバイザー　天谷知子…11 （40）

土への謝罪文 ………………………………北海道大学大学院 農学研究院 教授　信濃卓郎…12 （40）

Ⅴ　本　　棚

猪瀬直樹　著

『 昭和16年夏の敗戦－新版－』 ……………………………………………… 小畑秀樹…８ （50）
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